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＜連絡事項＞
2/27の床屋は、床屋さんの都合で午前中だけになります。

部署内での周知をお願いします。

・生理がある患者様について、フローシートにチェック欄がありますので、忘れず入力する様にして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～グループホーム外泊体験を実施しています。10時40分に母様と一緒に帰院。体温36.6℃、Ｔ字カミソリは返却されている。母様より、母様から、入所決定日については、本人様が居宅する場所が他者の体験入居利用場所との事。その為、最低3/13からと思っていたが、市役所の絡みや平館相談員と相談し結果は3/20頃に入所決定日の連絡が入ると伝えられたとの事でした。
・民部田　和哉様～レボフロキサシン点眼液０．５％「科研」　５ｍｌ／本　１本継続で処方。
＜深澤Ｄｒの担当患者様＞　　　　　　　　　　　　　　　　
内田　都影様～本人様から薬の時間を調整後、夜間の睡眠も確保出来不穏時のリスパダール液も飲まなくなり頭がボーッとすることなく、ハッキリしてるとの事で苛々感もないとの事で処方は現状のまま継続を希望にて変更なく臨時薬同処方。
畑山　昭夫様～スピオルトレスピマット28吸入１キッド残少ないため継続処方。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～朝食時はレストランに本人のノートを持参されている場面あり。また病棟に戻った後、筆記用具をかかえて小走りでホールに来るが、独語・空笑は目立たず過ごす事出来、疎通も良好で経過していた。
・内田　都影様～特定の女性患者様と交流あるが、物のやり取りする場面なく過ごしている。内服薬に関しても転入後から服薬調整も関連し夜間の睡眠も確保する事で苛々する事なく過ごしていると本人様から発言が聞かれていた。
＜金Dr診察状況＞

・井上　和美様～以前ギターを他者に貸したりした事を指摘に俺からなと言い言葉を濁し　ていた。身体面の訴えはない。残が少ない事からハップスター１袋処方。
　　　　　　　　同内容処方。
・小笠原　文人様～精神症状は落ち着いている。同室者と会話しているかの質問にＳＳＴメンバーと会話しやすい事伝えていた。同内容処方
・坂本　福子様～本日、特定の男性患者様との過度な接触がみられていた。気分の高揚さの為、介入したスタッフへ怒ったりする場面もみられていた。本人より、距離が近くなった事で親しみを持つが、全部思い込んで失敗していますと振り返り出来ている。Ｄｒより、何度も思い込みで失望しているから他者と距離間を取るよう指摘され納得されていた。痔の痛みがあるから薬希望。ヘモポリゾン軟膏　２g／本 3 本処方。同内容処方。
・飯豊　信雄様～一時的に男性患者様に詰め寄っていく事あり介入にてトラブルはなく制止。本人からも幻聴かなと自身の行動が理解出来ていない様子。
＜金Dr退院支援委員会＞
・坂本　福子様～退院に困難な理由は浪費癖、気分高揚により過度な接触によりトラブルに繋がる事から随時説明や介入に対し表面的な返答し聞かれずに経過。
今後の退院先⇒グループホーム、転院を検討中
＜小栁Dr退院支援委員会＞
・中村　惠子様～独居の為、退院後の社会支援を検討中。ご家族の意向としては、自宅での生活可能かを見たいとの事で外泊訓練を検討し実施する予定。
